
 

 

 

教材名・出版社 採 択 理 由 

１～４、６年生「漢字の練習」 

（静岡教育出版社） 

・ 学年の発達段階に適した内容構成である。 

・ 文字の用例や練習問題が豊富に掲載されている。 

５年生「漢字ドリル」 

（文溪堂） 

・ 文字や練習枠の大きさが適切である。 

・ 間違いやすいポイントの解説が見やすい。 

１年生「けいさんスキルアップ」 

（文溪堂） 

・ 学年の発達段階に適した内容構成である。 

・ 学期ごとの冊子になっている。 

２～６年生「まんてんスキル計算」 

（新学社） 

・ 学年の発達段階に適した内容構成である。 

・ 方眼形式の計算記入スペースが確保されていて使いやすい。 

１年生「ひらがなすうじ」 

（文溪堂） 

・ 言葉遊びがあり、楽しみながら学習できる。 

・ 内容が精選されている。 

１年生「カタカナ」 

（文溪堂） 

・ カタカナ表があり、授業で活用できる。 

・ 練習する文字が大きい。 

１年生「明るい声で」 

（静岡教育出版社） 

・ 船越小校歌が入っている。 

・ 唱歌から現在の曲までバラエティに富んだ選曲である。 

３年生「ローマ字の練習」 

（日本標準） 

・ 小文字だけでなく大文字の練習もしっかりできる。 

・ 書き始めの位置が示してある。 

５年生「社会科資料集」 

（光文書院） 

・ 動画資料と結びつきやすい。 

・ SDGｓにも触れていて、横断的な学習ができる。 

６年生「社会科資料集」 

（光文書院） 

・ 絵や写真資料が多く、レイアウトが見やすい。 

・ 付録が楽しく学べるツールになっている。 

２～６年生「話す・聞くスキル」 

                （正進社） 

・ ことわざや古文、漢文等が入っていて題材が幅広い。 

・ 興味関心を高める題材が多い。 

1年生「スイッチ・オン」 

（日本標準） 

・ 音読とドリルの 2つの学習が入っている。 

 

１～６年生「書写ワーク」 

（静岡教育出版社） 

・ 教科書と同配列で使いやすい。 

・ コンパクトで清書シートも付いている。 

４年生「わたしたちの静岡県」 

（静岡教育出版社） 

・ 地域を題材にして学ぶことができる。 

・ 写真が豊富である。 

３、４年生「社会科学習ノート」 

（静岡教育出版社） 

・ 地域を題材にして学ぶことができる。 

・ 写真が豊富である。 

4年生 音楽ノート「にじのわ」 

（教育芸術社） 

・ 記述できる観賞のページがある。 

・ 題材ごとに記号の名前や意味などを覚えられる。 

5年生 「音楽ワーク」 

                （文溪堂） 

・ 内容と量が適切である。 

5年生 「家庭科ノート」 

          （静岡教育出版社） 

・ 教科書と同配列になっている。 

・ 家庭での実践をまとめられる。 

今年度使用する主な補助教材を以下のようにさせていただきました。 


